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1芯野のti恨カニ収 にはiJ+D方法が 榊 っiLてlJtろ

那,之t･大那 ~かば'純化ぼ繋f櫨 の如き正兵法と煎飯

釈放の如きm振法がある｡以下沈べろ方法は問涙的で

あろが田皆の-PE漁法にILろのではないかと考えられq
ろ｡戚控的には_V･eLlteの棚 驚28とFJじ巧へに21;

いてElろ｡
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水は井監措緒と考えて鉦鼓:xj=いので完全に帯Fy.玩

漕の水中で町 を屯様すれば,そのLP･発B:.二上る仕林

立雌は水中を功とisi繋せ れこ仲尾するa,之をiSZ当な

'JJ-ihにて巧定すろことが･Eiほ ろ｡ ;く接方法は固 (り

の如き棚 臼砲柑 こてか Plこて信管をセ甲し,准 芸は




